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検討した。測定は Euler-Bernoulli 式で E 'を，半価幅法で tanδ を算出した。その結果 l/h が
50 倍以下から E 'が急激に低下し tanδは増大した。本研究では不均一性などを考慮し試験片
の l/h は 50 倍程度とした。 
 
第 3章 
 試作した装置を JIS 準拠の測定装置（神奈川県産業技術センターに設置）と比較して測
定装置の妥当性を検討した。また，併せて両端自由たわみ振動法および片持ちはり法とも比
較した。試験片は寸法 240(L)×20(R)×4～8(T）mm のシトカスプルース（Picea sitchensis）
材を用いた。試験片の厚みは JIS を参考にしながら各試験で l/h を調整し，E 'および tanδを
測定した。その結果，試作装置と JIS 準拠の装置とで得られた測定値に有意差は認められ
ず，装置を簡略化しても適正な値で測定が可能であった。しかしながら，各試験で得られた
E 'および tanδにはそれぞれ差異がみられた。木材の繊維方向では E 'と tanδとの間に強い負
の相関関係が認められる。全ての試験で得られた E 'と tanδとの間には強い負の相関関係が
認められた。一方で，一次回帰式の傾きには差がなく切片には差があると考えられた。そこ
で E 'および tanδ について個別に考察した。各試験で得られた E 'を一元配置分散分析と





















sitchensis），エンゲルマンスプルース（Picea engelmannii），レッドシダ （ーThuja plicata）を，
比較として広葉樹材からミズナラ（Quercus crispula），ブナ（Fagus crenata），ウォルナット



























審 査 報 告 概 要 
 
木材の物性値の測定や楽器用材の評価では一般に試験片をひもなどでつるして支持する
「両端自由たわみ振動法」が用いられる。一方，木材以外の制振材料では試験片を中央で加
振機と接続して測定を行う「中央加振法」が JIS で規定されている。しかし，この方法は
木材への適用例が少なく，どのような特徴を示すのかが明らかではない。そこで，測定装置
の一部を簡略化した試作機を作製し，JIS 規定の機器との比較を行い，試作機の妥当性を明
らかにした。さらに，中央加振法での測定値を両端自由たわみ振動法のそれと比較したとこ
ろ，得られた比動的ヤング率とほぼ一致したが，損失正接は高い値を示した。中央加振法は
固定部の影響を除外しているので，振動のモード依存性を持つことが推測された。複数樹種
で同様の傾向がみられ，それが樹種によって異なる可能性が示唆された。 
これらの研究成果等を詳細に検討した結果，審査委員一同は博士（林学）の学位を授与す
る価値があると判断した。 
